
先
日
、
京
セ
ラ
創
業
者
の
稲
盛
和

夫
氏
が
日
本
航
空
を
再
建
さ
れ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト

で
「
倒
産
の
一
番
の
原
因
は
親
方
日

の
丸
、
官
僚
的
組
織
で
幹
部
が
傲ご

う

慢ま
ん

に
な
り
顧
客
を
失
っ
た
こ
と
。
ま
た

御お

巣す

鷹た
か

山や
ま

の
事
故
以
降
、
安
全
の
た

め
に
全
て
の
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
、

乗
客
の
安
全
こ
そ
が
我
々
の
使
命
で

利
益
を
出
す
こ
と
は
邪
道
と
い
う
雰

囲
気
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
安
全
を

守
る
こ
と
と
利
益
追
求
は
相あ

い

容い

れ
な

い
と
思
っ
て
い
た
」
と
強
調
。
し
か

し
「
利
益
を
出
し
、
余
裕
が
な
け
れ

ば
安
全
を
担
保
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

未
熟
な
理
想
論
で
は
経
営
は
で
き
な

い
。
基
本
的
な
哲
学
、
文
化
の
欠
落

を
気
づ
か
せ
、
利
益
な
く
し
て
安
全

な
し
と
幹
部
の
意
識
を
変
え
て
収
益

回
復
が
で
き
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
不
採
算
航
路
の
減
便
や

約
5
万
人
の
社
員
の
3
分
の
1
近
く

の
リ
ス
ト
ラ
を
敢
行
。
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
を
徹
底
し
、
機
体
整
備
部
品
の
ネ

ジ
1
個
に
ま
で
値
札
を
つ
け
て
コ
ス

ト
意
識
を
浸
透
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

2
0
0
1
年
1
月
、
徳
田
虎
雄
理

事
長
か
ら
「
京
都
で
稲
盛
さ
ん
に
会

う
か
ら
君
も
来
い
」
と
言
わ
れ
、
京

都
で
会
食
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
8
人
。稲
盛
さ
ん
は「
こ

の
宴
席
は
私
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
料
理
は
5
人
前
で
よ
い
と
注
文

さ
れ
、
思
わ
ず
理
事
長
と
私
が
顔
を

見
合
わ
せ
て
い
る
と
、「
皆
さ
ん
の
年

齢
か
ら
考
え
る
と
量
は
充
分
足
り
ま

す
」
と
。
終
始
穏
や
か
な
表
情
で
話

さ
れ
、「
徳
田
先
生
は
、
医
療
界
で
は

平
成
の
坂
本
龍
馬
で
す
」
と
評
さ
れ

た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

稲
盛
さ
ん
は
、
ケ
チ
で
は
な
く
、

〝
無
駄
の
排
除
〟を
単
に
職
場
の
み
な

ら
ず
生
活
面
で
も
実
行
さ
れ
、
徳
田

理
事
長
の
経
営
哲
学
と
相
通
ず
る
も

の
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
無

駄
の
考
え
方
は
人
の
価
値
観
で
異
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
は
経
済
観
念
の
相

違
で
す
。
そ
の
根
底
に
は
人
間
の
金

欲
、
物
欲
は
際
限
が
な
く
、
仏
教
に

は
少し

ょ
う

欲よ
く

知ち

足そ
く

（
欲
を
抑
え
て
足
り
る

を
知
る
）
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

強
い
意
思
決
定
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く

説
得
力
の
あ
る
伝
達
の
実
行
が
肝
要

文
献
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
さ

ま
ざ
ま
な
資
源
、
資
産
、
リ
ス
ク
を

管
理
し
、
効
果
を
最
大
化
す
る
手
法

だ
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
一
般
に
管
理
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、

評
価
、
分
析
、
改
善
、
計
画
、
統
制
、

組
織
化
な
ど
各
種
の
要
素
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
総
合
し
た
概
念
と
考
え
る

ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
「
ヒ
ト
」、「
モ

ノ
」、「
カ
ネ
」、「
情
報
」
の
4
つ
を

管
理
し
、
そ
の
真
の
目
的
を
高
い
所

に
設
定
し
組
織
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
経
営
管
理
の
論
理
は
、
人
と

組
織
（
企
業
）
の
関
係
と
同
時
に
自

己
管
理
と
企
業
管
理
の
両
面
が
あ
り

ま
す
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
心
は

自
己
管
理
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

生
活
や
健
康
は
も
と
よ
り
、
社
会
人

と
し
て
の
常
識
や
モ
ラ
ル
を
身
に
つ

け
社
会
生
活
を
営
み
、
自
分
で
管
理

す
る
こ
と
で
す
。
私
生
活
が
乱
れ
る

と
、
仕
事
に
悪
影
響
が
生
じ
ま
す
。

一
方
、
職
場
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。経
営
理
念
を
守
り
各
種
方
針
、計

画
、
諸
規
則
な
ど
に
基
づ
き
日
常
業

務
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
リ
ー
ダ
ー
は
、
強
い
意
思
決
定
と

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
説
得
力
の
あ
る

伝
達
が
肝
要
で
す
。
ま
た
職
員
ス
タ

ッ
フ
は
、
自
分
の
業
務
量
を
デ
ー
タ

で
確
認
し
、
割
り
当
て
ら
れ
た
業
務

を
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
の
で
は
な

く
「
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る

心
、
つ
ま
り
仕
事
を
受
動
的
で
は
な

く
能
動
的
に
捉
え
る
心
の
あ
り
方
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
組
織
人
と
し

て
決
定
に
従
う
、
実
行
す
る
、
遵
守

す
る
精
神
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
に
あ
り
ま
す
。「
自
己
管
理
」
は

「
心
の
管
理
」と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

企
業
管
理
と
自
己
管
理
は
相
関
関

係
に
あ
り
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

職
員
一
人
ひ
と
り
に
必
要
で
、
全
員

参
加
の
経
営
が
重
要
で
す
。
人
は
落

ち
込
み
、
悩
み
、
不
平
不
満
を
募
ら

せ
ま
す
が
、
こ
れ
は
誰
に
で
も
よ
く

あ
る
こ
と
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
自

分
の
エ
ゴ
が
そ
う
さ
せ
、
我
慢
と
感

謝
の
心
が
足
り
な
い
と
思
え
ば
素
直

な
心
に
変
わ
り
ま
す
。
松
下
幸
之
助

さ
ん
い
わ
く
〝
素
直
な
心
は
、
人
を

強
く
正
し
く
聡そ

う

明め
い

に
す
る
〟
と
。
つ

ま
り
、
人
間
性
の
良
し
悪
し
は
心
を

磨
く
か
否
か
で
決
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
組
織
の
一
人

と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
る

こ
と
は
、
職
員
同
志
の
結
束
を
強
く

す
る
こ
と
に
繋つ

な

が
る
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
積
み
重
ね
が

大
き
な
成
長
や
収
益
に
繋
が
る

職
場
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
不
可

欠
で
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
効
率

が
上
が
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
依
存
す
る
あ
ま

り
必
要
な
会
話
や
判
断
力
が
減
っ
て
、

機
械
が
主
役
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

入
力
ミ
ス
や
数
字
の
間
違
い
、
不
具

合
の
あ
る
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
は
教

え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
チ
ェ
ッ
ク
の
励

行
と
細
心
の
注
意
が
大
切
で
す
。
指

示
や
伝
達
を
メ
ー
ル
で
発
信
し
た
後

も
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
理
解
や

確
認
を
得
る
た
め
に
直
接
相
手
と
の

会
話
で
相
互
理
解
を
図
る
べ
き
で
す
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
今
年
4
月
か

ら
の
上
半
期
を
終
え
、
業
績
全
体
の

進
捗
状
況
は
今
ひ
と
つ
。
計
画
未
達

の
施
設
数
が
達
成
施
設
を
上
回
り
鈍

化
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
実
感
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
経
済
戦
争
と
い
う

名
の
下
に
私
た
ち
は
日
々
戦
っ
て
き

ま
し
た
。
で
は
、そ
の
敵
は
誰
か
。
第

1
は
計
画
（
目
標
）
で
す
。
掲
げ
た

利
益
目
標
は
、
新
設
や
新
築
移
転
の

病
院
施
設
、
医
療
機
器
、
シ
ス
テ
ム

費
用
な
ど
に
全
て
投
資
さ
れ
る
必
要

な
利
益
で
す
。
そ
れ
は
患
者
さ
ん
に

よ
り
良
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
で
す
。
未
達
成
施
設

の
幹
部
の
皆
さ
ん
は
、
セ
ミ
ナ
ー
資

料
や
各
種
デ
ー
タ
で
ど
の
項
目
が
達

成
で
き
て
い
な
い
か
を
理
解
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
中
に
は
、

収
益
資
源
が
埋
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
小
さ
な
こ
と
で
も
、
積
み
重
ね
が

大
き
な
成
果
に
繋
が
り
ま
す
。

第
2
の
敵
は
自
分
自
身
。
理
事
長

の
言
葉
に
「
最
大
の
敵
は
己
自
身
で

あ
る
。
自
分
の
ズ
ボ
ラ
心
、
怠
け
心
、

甘
え
心
と
の
戦
い
」と
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
自
分
に
負
け
る
な
と
い
う
戒
め

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
と
か
く
結
果

が
悪
い
と
他
人
の
せ
い
に
し
た
り
、

言
い
訳
を
探
し
た
り
し
ま
す
が
、
自

分
の
思
い
や
意
思
を
変
え
て
い
く
努

力
が
必
要
で
、
目
標
達
成
は
組
織
の

発
展
と
同
時
に
個
人
の
成
長
を
共
に

実
現
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
は
10
月
24
日
か
ら
11
日
間

の
日
程
で
、
沖
縄
・
奄
美
の
各
施
設

を
命
懸
け
で
訪
問
中
で
す
。
私
た
ち

も
理
事
長
の
た
ぎ
る
情
熱
に
負
け
な

い
よ
う
、
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

経営理念を守りマネジメント力を高めて皆の結束を
目標は組織の発展と個人の成長を共に実現すること

修復腎移植臨床研究責任
者の小川顧問

日
本
泌
尿
器
科
学
会
東
部
総
会
で
発
表

東
京
西
徳
洲
会
病
院
の
小

川
由
英
・
泌
尿
器
科
顧
問
は

10
月
19
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
第
77
回
日
本

泌
尿
器
科
学
会
東
部
総
会
で
、

「
小
径
腎
腫
瘍
を
用
い
た
修

復
腎
移
植
10
例
の
経
験
」
を

テ
ー
マ
に
演
題
を
発
表
し
た
。

概
要
を
紹
介
す
る
。

小
径
腎
が
ん
（
直
径
4
㎝

以
下
）
を
切
除
・
修
復
し
、

移
植
す
る
修
復
腎
移
植
は
、

ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）
不

足
を
緩
和
す
る
の
に
役
立
ち
、

こ
れ
ま
で
国
内
外
で
1
0
0

例
以
上
の
症
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

修
復
腎
移
植
は
海
外
の
多

く
の
国
で
は
通
常
の
医
療
と

し
て
行
わ
れ
、
と
く
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
西
部
と
米
国
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
修
復

腎
移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
織

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

小
径
腎
が
ん
に
よ
り
摘
出

さ
れ
、
毎
年
廃
棄
さ
れ
る
腎

臓
は
、
わ
が
国
で
は
2
0
0

0
個
、
米
国
3
0
0
0
～
7

0
0
0
個
、
英
国
3
5
0
0

個
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
小
径
腎
が
ん
に

よ
り
捨
て
ら
れ
る
腎
を
、
修

復
腎
移
植
に
有
効
利
用
す
る

こ
と
は
、
移
植
待
ち
の
透
析

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
福
音
と

な
る
。
ま
た
、
臓
器
売
買
や

渡
航
移
植
の
減
少
に
も
貢
献

す
る
。

そ
こ
で
、
小
川
顧
問
ら
は

非
血
縁
間
の
修
復
腎
移
植
の

プ
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
（
前
向

き
）
臨
床
研
究
を
、
米
国
の

臨
床
試
験
登
録
サ
イ
ト
に
登

録
し
、
2
0
0
9
年
12
月
に

開
始
、
12
年
2
月
ま
で
に
10

例
を
経
験
し
た
。

こ
の
10
例
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
修
復
腎
移
植
は

手
技
的
に
難
度
が
高
い
が
、

熟
練
す
れ
ば
廃
棄
す
る
腎
を

有
効
利
用
で
き
、
移
植
希
望

者
に
と
っ
て
恩
恵
と
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
修
復
腎
移
植
を
実

施
し
た
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
（
臓

器
受
給
者
）
の
腎
機
能
は
良

好
で
、
術
後
7
～
33
カ
月
経

過
後
も
、
が
ん
の
再
発
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

単
発
性
の
小
径
腎
が
ん
切

除
後
に
、
そ
の
修
復
腎
を
腎

移
植
し
て
も
、
が
ん
再
発
の

リ
ス
ク
は
高
く
な
い
と
い
え

る
。
こ
れ
は
1
0
0
例
以
上

の
修
復
腎
移
植
の
報
告
の
な

か
で
、
腎
が
ん
が
発
生
し

た
の
は
、
移
植
後
9
年
の

1
例
の
み
と
い
う
こ
と
か

ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

小
川
顧
問
ら
が
実
施
し

た
71
～
79
歳
の
高
齢
の
ド

ナ
ー
か
ら
修
復
腎
を
移
植

さ
れ
た
4
人
の
レ
シ
ピ
エ

ン
ト
の
腎
機
能
は
良
好
。

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
は

1
・
35
～
1
・
94
㎎
／
dℓ
（
術

後
9
～
26
カ
月
）
で
あ
り
、

70
歳
以
上
の
腎
で
あ
っ
て
も

問
題
な
く
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

小
川
顧
問
は
、「
単
発
性

の
小
径
腎
が
ん
の
腎
を
廃
棄

す
る
こ
と
は
、〝
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
〟
こ
と
で
あ
り
、
有
効

利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
と
く
に
透
析
困
難
な
症

例
に
修
復
腎
移
植
は
最
適
で

す
」
と
結
ん
だ
。

透
析
困
難
な
症
例
に

修
復
腎
移
植
は
最
適

小
川
・
東
京
西
徳
洲
会
病
院
顧
問

小径腎がんを切除・修復した修復腎は利用価値が高い

　新庄徳洲会病院（山形県）は朝礼時、職員による3分間スピーチを実施している。その
なかで同院ピノキオ保育園の坂上節管理者が、息子さんとともに子猫の命を救ったエピ
ソードを発表。心温まる内容だったため、一部抜粋し紹介する。

心温まる3分間スピーチ
息子とともに子猫を救う

新 庄 徳 洲 会 病 院 ピ ノ キ オ 保 育 園

　1週間ほど前、私の車の下で1匹の子猫が伸びていました。手足を硬直させ、首を不自然
に後方に反らせ、明らかに瀕

ひん

死
し

の状態。猫を飼ったことのない私は扱いにとまどいました。
「明日、車を出すまでは、このままにしておこう」
　しかし、夕方に帰ってきた息子がその猫を見つけ、安全な場所に移して世話を始めまし
た。スポイトの代わりにストローで水を吸い上げ、口に垂らしてみたり、痙

けいれん

攣する姿を見て
「脳の病気かな？」と病名を考えたりしていました。息子は子猫が夜間に動物に襲われる
ことがないよう、囲いをつくりました。
　次の日から、息子も私も仕事が終わると真っ先に猫の様子を確認するようになりました。
おなかが上下している姿を見て、「よかった、生きてる！」。
　3日目、ようやく垂らした水を飲むようになりました。その後、横に伸びっぱなしだった
態勢がうつ伏せスタイルになり、少しずつミルクも飲むように。
　そして5日目。子猫は囲いから抜け出して、2mほど移動したところに猫らしい姿で座っ
ていました。
「明日あたり、いなくなっているかも」
　息子の言葉どおり、6日目の朝にはいませんでした。
　その日は23歳になる息子とビールで乾杯。死んでいくものと諦

あきら

めていた野良猫が、生き
て巣立ったことを知った充実感と安

あん

堵
ど

感は格別です。それとともに、投げ出さず世話をし
続けた息子をとても誇らしく思いました。
　私は必死に子育てをしていたつもりですが、この子もまた親育てをしていてくれたのだ
と、深く感謝した出来事でした。

徳田虎雄
一般社団法人徳洲会代表者最高顧問

医療法人徳洲会理事長

加藤俊昭
医療法人徳洲会常務理事

徳洲会大阪本部事務局長

徳 洲 新 聞生
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